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銅酸化物高温超伝導体 La1.85Sr0.15CuO4の Cu 2p-3d共鳴光電子分光 

Cu 2p-3d resonant photoemission spectroscopy in the high-Tc cuprate superconductor 
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1 背景 

 強相関電子系における電子状態の解明のモデルケ

ースとして銅酸化物高温超伝導体の研究は盛んに行

われてきた。特に CuO2 面の電子状態について、電

子相関を考慮した理論では t-J モデル、three-band 

Hubbard model等の数々のモデルが提唱されている。 

本研究ではCu L3端の励起エネルギーを用いてCu 2p-

3d 共鳴光電子分光を行い、Cu 3d 軌道に由来する電

子構造および電子相関についての知見を得ることを

目的とした。 

2実験 

本測定では Traveling-Solvent Floating-Zone 法で作
成された La1.85Sr0.15CuO4 を用いた。軟 X線共鳴光電
子分光および X線吸収分光は BL-2Aで行った。清浄
表面を得るために、劈開は 10-8 Pa以下の超高真空下
で行い、測定温度は T = 30 Kである。励起光は h  = 

928 ~ 936 eVの軟 X線を用い、エネルギー分解能は 

250 meVである。エネルギー校正は蒸着されたAuの
フェルミ準位を用いた。 

3   結果および考察 

図 1(a)に Cu L3の XASスペクトルを示す。L3吸収

端は 931.2 eVに位置しており、高エネルギー側に 3 

eV程度の裾をひいた非対称な形状になっている。

この非対称性はドープ量の増加に伴い増加すること

が先行研究より分かっている[1]。また、XASの偏

光依存性測定では 931.2eVピークは 3dx2-y2の寄与が

支配的であり、2 ± 0.5 ％程の 3dz2-r2の寄与が含まれ

ていることが分かっている[2]。図 1(b)に XASのエ

ネルギー領域での共鳴光電子分光スペクトルを示

す。h = 931.2 eVの E ~ 12.0 eV付近の構造は hν = 

929.2 eV に比べ 30倍程共鳴増大している。また、

フェルミ準位付近の広いエネルギー範囲に渡って共

鳴増大が観測された。 

 

 
図１：(a)La1.85Sr0.15CuO4における Cu L3 XASスペク

トル (b) La1.85Sr0.15CuO4における価電子帯構造

の入射光依存性 

4   まとめ 

Cu L3共鳴光電子分光を行い、h = 931.2 eVにおいて

12 eV 付近の構造の共鳴増大を観測した。また、フ

ェルミ準位付近の広いエネルギー範囲に渡って共鳴

増大が観測された。 
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